
ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

特 集特 集 市民活動の寄付って？
寄付者に「伝える」ことを大切に　地球の友と歩む会／LIFE寄付者者に「「伝えええええるる」」」」」ここここととをを大大大大大切に　 球の友と歩歩む会会／／／地球 ／／

寄付者とともに「貧困問題」を解決したい！寄付者とともに「貧困問題」を解決したい！
自立生活サポートセンター・もやい
寄付者者ととももに「貧困問題」ををを解決したいい！寄付者とともに「貧困問題」を解決したい！
自立生活サポ トトセセンンタ もややややい自立立生生活サポポートトトセセセンンタター・ももやいい

寄付という市民活動　セイエン  関口 宏聡 

2024年２月20日発行　通算388号2024年２月20日発行　通算388号

寄付ととといいいいいううう市民活動　セセセイイイエンンン  関口口口口口口口口口口口口口口 宏宏宏宏宏聡聡聡聡聡
自分に合う寄付を見つけよう！！

月号

2024年



Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
の
活
動
日
の
午
後
、
飯
田
橋
駅
で
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ

Ｔ
!!
の
メ
ン
バ
ー
有
志
が
集
い
、「
す
ぐ
に
現
地
に
行
け
な
く
て
も
、

中
高
生
で
も
、
東
京
で
で
き
る
支
援
を
」
と
考
え
、
街
頭
募
金
を
行

う
こ
と
に
。

太
陽
が
差
し
込
み
な
が
ら
も
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
曜

の
昼
間
の
多
く
の
人
が
行
き
交
う
場
所
で
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
し

な
が
ら
大
き
な
声
で
支
援
の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
は
以
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
に
練
習
し
た
こ
と
が
あ
り
、

募
金
を
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
な
る
の
で
、

急
遽
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
、
大
き
な
声
で
「
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
で
す
。
能
登
半
島
地
震
の
募
金
に
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
を
行
う
と
、「
思
っ
た
よ
り
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
協
力
し
て
く
れ
た
し
、
意
外
と
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
も
。
相
手
の
目
を
見
て
声
か
け
を
す
る
と
募
金
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
気
付
き
も
あ
り
ま
し
た
。「
自
分
自
身
は
ま
だ
お
金

を
稼
い
だ
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
稼
い
だ
お
金
を
募
金
す
る
こ
と
は

と
て
も
勇
気
の
あ
る
こ
と
だ
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
募
金
1
円
1

円
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
、
改
め
て
募
金
の
価
値
を

感
じ
た
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

今
回
、
集
め
た
募
金
は
支
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。
被
災
地
に

向
け
た
寄
付
と
い
う
と
、
義
援
金
が
思
い
つ
く
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
支
援
金
は
被
災
地
で
被
災
者
の
た
め
の
支
援
活
動

を
行
う
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
必
要
な
物
資
の

購
入
や
炊
き
出
し
、
被
災
者
が
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン
の
た
め
の
資

金
な
ど
、
被
災
者
が
少
し
で
も
安
心
し
て
復
興
の
道
を
歩
む
た
め
の

支
援
に
な
り
ま
す
。

このコーナーでは、
毎回一つの団体を取材し、
活動内容やそこで活動
するボランティアさんの
生の声をお届けします。

街
頭
募
金
活
動
を
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
でネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

編
集
部

２
０
２
４
年
１
月
1
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
。
新
年
の
幕
開
け
に
心
躍
る
日
々
を
打
ち
壊
す
よ
う
な
未

曾
有
の
災
害
が
能
登
半
島
を
中
心
に
発
生
し
ま
し
た
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）

と
災
害
協
働
サ
ポ
ー
ト
東
京
（
注
1
）
で
は
、被
災
地
か
ら
離
れ
た
東
京
で
も
で
き
る
活
動
と
し
て
、「
都
内
一
斉
街
頭
募
金
」

の
実
施
を
都
内
の
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
団
体
等
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
!!
（
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
!!
）」
の
メ
ン
バ
ー
で
街
頭
募
金
を

実
施
し
た
レ
ポ
ー
ト
と
感
想
で
す
。

注１） 2022年８月に、東京における防災・減災の取組み、そして、災害発生時の支援の仕組みづくりを多様な
団体とともに進めていくために設立された一般社団法人
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現地で支援活動に取り組む団体へ届けられる
寄付金。
無償で行う被災者のための支援活動も物品の

購入や移動費など活動資金が必要です。
支援金がその活動資金として充てられること

で長期的な支援が期待できます。

被災された方々に、直接届けられる寄付金で
す。
義援金は日本赤十字社や共同募金会などが集

め、被災された県・市町村を通じて被災者に届
けられます。

　VIOLET! !は、部活・生徒会などでボランティア活
動を行っている、またはボランティアに興味がある中
学生・高校生からなるボランティアグループです。月
１回日曜日に、TVACで活動しています。
　気になる社会課題について考えたり、一緒にボラン
ティア活動を行ったり、「中高生ボランティアフェス
ティバル」※の企画を行ったりしています。

VIOLET!!って！？

支援金 義援金
支支援金援金とと義義援金援金の違いの違い

※2024年３月24日、飯田橋セントラルプラザにて開催予定。
　詳細は右記QRコードから。

知る知る

ネットワーク  2024/22



No.3882024年２月号

特 集 市民活動の寄付って？

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

深める ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。

知る ボランティア・市民活動のさまざまな形や
ボランティアに一歩ふみだすヒントをご紹介します。

寄付者に「伝える」ことを大切に
♢認定NPO法人 地球の友と歩む会／LIFE

寄付者とともに「貧困問題」を解決したい！
♢認定NPO法人 自立生活サポートセンター・もやい

ボランティア・NPOをもう一歩深く 『ウォロ』
いいもの みぃ～つけた！ Vol.47

♢社会福祉法人 大阪ボランティア協会

ケニアのシングルマザーと子どもたちせかいをみる⑧
♢荒川 勝巳　サイディア・フラハ

自分に合う寄付を見つけよう！！　～あなたの寄付で市民活動を応援する方法～

思い立ったがボラ日

街頭募金活動を中高生ボランティアグループVIOLET！！で

表紙のことば
辛いニュースに気持ちが
かじかんでしまいますが、
花が咲くこと、芽が出ること、
お腹が空くことに希望を感じます。
また陽が昇り、月が満ち欠ける。
明日が来ます。

　　　　　̶フローラル信子

つぶやきブレイク vol.30 人は非合理的？

セルフヘルプという力　第36回
本人と家族が安心して日常生活を送れるために　
♢高次脳機能障がい者の家族の集い りんく

寄付という市民活動　
♢NPO法人 セイエン 関口 宏聡

『第９回企業ボランティア・アワード』受賞企業の決定！！
TVAC News  東京ボランティア・市民活動センターの事業から

2023年　ボランティア・NPO・市民活動をめぐる動き

もしもボランティア活動中にケガをしたら…もしもボランティア活動中にケガをしたら…
ケガをさせたり、物を壊したら… ケガをさせたり、物を壊したら… 

東京都社会福祉協議会社会福祉
法　　人

保険期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

◎福祉等に従事する非営利団体
◎ボランティア団体等の市民活動団体加入できる団体は…

（１）　保健・医療または福祉の増進を図る活動 
（２）　社会教育の推進を図る活動
（３）　学術・文化・芸術またはスポーツの振興を図る活動
（４）　子どもの健全育成を図る活動
（５）　まちづくりの推進を図る活動
（６）　災害救援活動
（７）　人権の擁護または平和の推進を図る活動
（８）　国際協力の活動
（９）　男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
（１０）その他、福祉団体や団体同士の親睦活動等
※当日参加対応型の場合、上記の活動のうち行事区分aに
該当するもの

傷害補償…行事参加者全員
（主催者、スタッフを含む）

※行事参加者個人の賠償責任補償では
　ありません

賠償責任補償…主催団体

この保険の対象となる行事とは… 被保険者（補償の対象者）

重 要

※営利企業（株式会社・有限会社等）が実施主体である行事は補償の対象外としていますが、
　営利企業が非営利で行う社会貢献活動に限り補償対象とします。

令和5年度版

行事保険・行事保険（当日参加対応型）とは

この保険は参加者全員（主催
者、スタッフ等を含む）を報告
する制度となっております。
参加者全員を特定できない
行事はこの制度の対象とは
なりません。

名簿の作成

行事保険 行事保険（当日参加対応型）

名簿の提出

名簿の項目

申込時には参加者全員の名簿を作成ください
（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

宿泊行事の場合は申込時に窓口に提出ください
申込時に提出は不要です

氏名のみで可氏名・住所・電話番号

1日行事の場合は申込時に提出義務はありません

当日、参加者全員の名簿を作成ください
（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

この保険は、社会福祉法人 東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、東京都社会福祉協議会および登録された上記団体が主催する行事を手配する包括契約です。

国内において、福祉活動やボランティア活動などを目的として、または、市民活動の一環として、非営利の団体が主催
する行事参加中に
①行事参加者が偶然な事故でケガをした場合の傷害補償
②行事主催者が行事参加者など他人の身体や財物に損害を与え、行事主催者が法律上の賠償責任を負った場
合の賠償責任補償

の２つの補償がセットになった保険です。
◆行事保険（当日参加対応型）は、下記の点が「行事保険」と異なります。
１申込時点で名簿の備付が不可能であるが、当日であれば名簿（氏名のみ）の備付が可能な行事に対応できます。
２対象となる行事は、宿泊を伴わない事業であり、「行事保険」の1日行事区分「a行事」の範囲の行事となります。
３往復途上の補償は、ありません。
４お申込み時に人数が確定している必要はありませんが、予定されている定員数でお申込みください。
５行事当日に参加者（主催者、スタッフ含む）の氏名（フルネーム）が記載された名簿を作成いただくことが必要です。
※事故発生時には、参加者全員分の名簿が必要となります。

行事保険
行事保険（当日参加対応型）

のご案内

＜名簿取扱について＞

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした
②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を
　与えたことにより、損害賠償問題が生じた

①、②の場合を補償する保険です。

東京都社会福祉協議会社会福祉
法　　人

団体構成員の相互扶助や親睦を主目的とする活動は、この保険におけるボランティア活動には該当せず、この
保険の対象外となります。（詳細は1ページの「対象となるボランティア活動」をご確認ください。）

令和5年4月1日0時から
　令和6年3月31日24時までの1年間
※中途加入の方：加入手続完了日の翌日0時から令和6年3月31日まで

有限会社  東京福祉企画（東京都社会福祉協議会指定保険代理店）
〒162-0825　東京都新宿区神楽坂１－２　研究社英語センタービル３階　TEL03-3268-0910　FAX03-3268-8832
ホームページアドレス　http://www.tokyo-fk.com/

幹事会社引受保険会社

ボランティア保険とは

補償内容など保険の内容に関するお問い合わせ先
取扱代理店

三井住友海上火災保険株式会社  公務第一部  公務室
〒101-8011  東京都千代田区神田駿河台3－11－1　TEL0570-000-896　FAX03-3259-7581

ボランティア保険のご案内

令和5年度版

○ボランティア保険は東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、引受保険会社と契約する保険です。
ボランティア個人またはボランティア団体は加入申込者となり、ボランティア個人が記名被保険者（保険契約により補償を受けられる方）となる制度です。
○このパンフレットはボランティア活動保険の概要をご説明したものです。ご加入の内容は、保険の種類に応じた普通保険約款および特約によって定まります。
詳細は普通保険約款および特約をご確認ください。ご不明な点については、取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。
●普通保険約款・特約が必要な場合は、取扱代理店または引受保険会社までお申し出ください。

※ ボランティア保険およ
び行事保険の加入は、
東京都内の各区市町村
のボランティアセン
ターまたは東京都社会
福祉協議会窓口で手続
きができます。

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画
〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル ３階

TEL．03-3268-0910
FAX．03-3268-8832
URL．http://www.tokyo-fk.com/
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市民活動の寄付って？

寄付は、市民活動団体には、とても大切な資金源の一つ。
寄付とは、金銭や物品をおくる行為のことを言いますが、市民活動にもいろいろな
寄付の方法があり、そのバリエーションが増えています。
今号では、市民活動団体のスタッフの方々と、寄付税制などに関する政策提言活動を
行うNPOの方にインタビューし、寄付がなぜ市民活動に大切なのか、それがどの
ように活かされているのか、また、寄付する側にもたらされる影響などについて伺い
ました。
改めて、寄付について考えてみませんか？

特 集



す
。
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ
や
使
用
済
み
切

手
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
は
１
枚
か
ら

で
も
受
け
取
り
ま
す
し
、
紙
幣
や
コ
イ
ン

に
つ
い
て
は
ど
こ
の
国
の
も
の
で
も
良
い

と
い
う
方
針
で
集
め
て
い
て
、
な
か
に
は

日
本
の
古
銭
も
あ
り
ま
す
。『
き
し
ゃ
ぽ

ん
』（
上
図
）と
い
う
仕
組
み
も
利
用
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
寄
付
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

寄
付
者
の
半
数
は
個
人
の
方
で
、
も
う

半
数
が
教
会
や
学
校
法
人
な
ど
の
団
体
で

す
。
関
東
近
郊
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら

寄
付
が
届
き
ま
す
。
長
い
お
付
き
合
い
の

方
も
多
く
い
ま
す
。
送
ら
れ
て
き
た
切
手

や
ハ
ガ
キ
な
ど
に「
少
な
い
け
れ
ど
役
立

て
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
」と 

、コ
メ

ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
励
み
に
な
り
ま

２
０
２
２
年
度
は
収
益
約
１
２
６
０
万

円
の
う
ち
、
３
５
０
万
円
程
が
寄
付
で
し

た
。
内
訳
は
送
っ
て
い
た
だ
い
た
切
手
や

ハ
ガ
キ
、
海
外
の
紙
幣
な
ど
を
換
金
し
た

93
万
７
千
円
余
り
と
、
年
２
回
実
施
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
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一
緒
に
作
業
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い

と
感
じ
ま
す
。

昨
夏
、
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
、
切
手
の
貼
り
付

け
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
簡
単
な

作
業
が
結
構
好
評
で
、「
こ
う
い
う
活
動

も
あ
る
ん
だ
」「
発
見
だ
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
別
の
機
会
に
知
り

合
っ
た
学
生
は
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
活
動
に
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
今
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
留
学
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
出
会

い
が
あ
る
の
も
積
極
的
に
動
い
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
す
る
な
ど
し
て
、
若
い
世
代
に
も
お

声
掛
け
す
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

寄
付
の
領
収
書
を
送
る
と
き
、
手
書
き

の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
礼
を
添
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
財
政
規
模
が
大
き

な
団
体
な
の
に
ス
タ
ッ
フ
が
お
礼
を
手
書

き
で
書
い
て
い
る
の
を
み
て
心
を
動
か
さ

れ
、
わ
た
し
も
や
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま

し
た
。
自
己
満
足
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

寄
付
者
に
少
し
で
も
あ
り
が
と
う
の
気
持

ち
が
伝
わ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

す
。
ま
た
、月
に
１
回
、千
円
の
寄
付
を

ず
っ
と
送
り
続
け
て
く
だ
さ
る
方
は
毎

回
、
絵
や
川
柳
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
わ
た
し
も
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
そ

の
方
に
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
や
手
書
き
の

文
字
か
ら
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

い
つ
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。実

は
、
寄
付
者
の
方
と
の
交
流
は
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
最
近
、

寄
付
の
払
込
取
扱
票
を
刷
新
し
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
欄
を
つ
く
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

ち
ょ
こ
っ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
小
さ
な
枠
の
な
か
に
長

文
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
ら
、
定
期
的
に
寄
付
を
く
だ
さ
る

方
が
元
理
事
長
の
古
い
知
り
合
い
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
り
と
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
と
の

ご
縁
を
あ
ら
た
め
て
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方

は
、
静
か
に

寄
付
な
さ
る
ん
で
す
。
寄

付
い
た
だ
い
た
の
だ
か
ら
活
動
を
ご
報
告

し
た
い
と
考
え
て「
報
告
会
」
を
企
画
し

て
も
、
参
加
さ
れ
る
方
は
少
な
い
で
す
。

年
次
報
告
書
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
直

接
お
伝
え
す
る
機
会
が
欲
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
寄
付
に
限
ら
ず
、
新

規
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
増
え
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
に

入
る
前
は
、
学
生
時
代
に
現
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
や
事
務
局
の
イ
ン
タ
ー
ン

に
参
加
し
た
方
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
こ
の
事
務
所
に
顔
を
出
す
な
ど
し
て

ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
を
続
け
て
い
た
と
聞

き
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
す
っ
か

り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
代
わ
り
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
参
加
者
と

深める 特集  市民活動の寄付って？深める 特集  市民活動の寄付って？
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由
に
つ
い
て
、「
特
に
２
０
２
０
年
以
降

は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
貧
困
問
題
が
身

近
に
な
り
、メ
デ
ィ
ア
の
報
道
等
に
も〈
も

や
い
〉の
活
動
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
が
一
因
で
は
な
い
か
」
と
加
藤
さ

ん
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

毎
月
定
額
が
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る

『
マ
ン
ス
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
』
は
そ
の
便
利

さ
と
、
い
つ
で
も
止
め
ら
れ
る
手
軽
さ
か

ら
40
代
以
下
の
層
が
増
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、資
産
を
寄
付
し
た
い
と
い
う『
遺

贈
寄
付
』
や
、
資
産
の
相
続
者
が
寄
付
を

す
る『
相
続
財
産
寄
付
』
は
年
に
１

２

件
あ
り
、
寄
付
者
が
信
託
銀
行
や
弁
護
士

に
相
談
し
、
現
金
化
し
て
、〈
も
や
い
〉に

寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
に
あ
る
本
を『
チ
ャ
リ
ボ
ン
』
と

い
う
寄
付
の
し
く
み
を
使
っ
て
本
を
送
付

す
る
と
、
買
い
取
り
金
額
が〈
も
や
い
〉に

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

自
立
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
も
や
い（
以
下
、〈
も
や
い
〉）

は
２
０
０
１
年
の
設
立
以
来
、「
貧
困
問

題
を
社
会
的
に
解
決
す
る
」
た
め
に
、
現

場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援
を
市
民
た
ち

の
寄
付
を
集
め
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
の
加
藤
歩あ
ゆ
みさ

ん
に
、
ど
の
よ
う

に
寄
付
を
集
め
、
そ
れ
を
ど
う
活
か
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

も
や
い（
舫
）は
船
を
綱
で
つ
な
ぎ
と
め

る
こ
と
、あ
る
い
は
、そ
の
綱
の
こ
と
。「
誰

も
が
自
分
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
る
。
そ
し
て
、人
と
人
、人
と
社
会
が
ゆ

る
や
か
に
、
し
な
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い

く
社
会
」を
目
指
し
て
、

生
活
相
談
・
支

援
、

入
居
支
援
、

交
流
、

広
報
・
啓

発
の
４
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
ん
と
！
２
０
２
２
年
度
の

収
入
１
億
７
９
４
０
万
円
の
95
・
７
％
が

寄
付
金（
会
費
を
含
む
）で
す【
図
１
＝
円

グ
ラ
フ
】。〈
も
や
い
〉の
活
動
が
多
く
の

方
々
の
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
額
も
年
々
増

え
て
お
り【
図
２
＝
棒
グ
ラ
フ
】、
そ
の
理
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ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
送
っ
て
活
動
の
状
況

を
伝
え
、
そ
の
中
に
振
込
用
紙
も
入
れ
て

い
ま
す
。〈
も
や
い
〉と
し
て
は
、
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
々
に
お
礼
を
伝
え
る
方
法

が
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
が
、「
お
礼

や
特
典
な
ど
は
い
い
の
で
、
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
お
金
と
時
間
を
使
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
寄
付
者
の
気
持
ち
も
大
切
に

し
た
い
そ
う
で
す
。

〈
も
や
い
〉は
今
後
の
安
定
し
た
収
入
基

盤
を
作
る
こ
と
に
も
寄
付
を
使
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
マ
ン
ス

リ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
広

報
戦
略
を
考
え
て
実
施
し
た
り
、
貧
困
問

題
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
社
会
的
仕
組

み
作
り
の
た
め
に
調
査
を
し
、
政
策
提
言

を
す
る
こ
と
。
寄
付
者
に
そ
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、「
貧
困
問
題
」

の
根
本
的
な
解
消
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

寄
付
さ
れ
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

〈
も
や
い
〉が
毎
週
土
曜
日
に
都
庁
前

高
架
下
で
実
施
し
て
い
る
相
談
会
と
食

料
配
布
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
多
い

時
は
７
０
０
人
以
上
の
人
た
ち
が
集
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
高
年
の
男

性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
や
若
者
な
ど

も
い
て
、
貧
困
問
題
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

毎
回
７
０
０
人
分
の
食
料
品
や
生
活

用
品
を
集
め
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
で

す
。
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の
寄
付
以
外
に
、
企
業

が
防
災
備
蓄
品
の
食
料
等
を
寄
贈
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
トA

m
azon

の『
ほ
し
い
物
リ
ス

ト
』
で
、〈
も
や
い
〉が
必
要
と
し
て
い

る
食
料
な
ど
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
個

人
か
ら
の
寄
付
を
集
め
て
い
ま
す
。「
ど

う
や
っ
て
安
定
的
に
大
量
の
食
料
を
確

保
す
る
か
が
課
題
で
す
。
今
は
冬
で
寒

い
の
で
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
も
お

配
り
で
き
る
と
よ
い
の
で
す
が
…
」と
、

加
藤
さ
ん
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
コ
ロ

ナ
禍
に
２
回
挑
戦
し
、
成
功
し
ま
し
た
。

実
施
す
る
こ
と
で
活
動
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
の
で
す
が
、
期
待
し
た
ほ
ど
新
規

の
寄
付
者
の
獲
得
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

り
、
運
営
会
社
に
手
数
料
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
新
し
い
取
り
組
み

を
し
た
り
、
緊
急
な
課
題
に
対
応
す
る
時

に
限
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

安
定
し
た
財
源
確
保
の
た
め
に
、「
行

政
か
ら
の
補
助
や
委
託
は
受
け
な
い
の
で

す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、「
行
政
が
支
援

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
も
の
を
実
施
す

る
の
は
、
そ
れ
を
し
た
い
・
で
き
る
団
体

に
ま
か
せ
、〈
も
や
い
〉と
し
て
は
、
社
会

の
支
援
が
届
い
て
い
な
い
課
題
に
対
し
て
、

行
政
や
社
会
に
提
案
・
提
言
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
付
が
あ
る
か
ら
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
も
や
い
〉
で
は
、
寄
付
者
・
支
援
者

の
約
３
０
０
０
人
に
３
か
月
に
1
回
の

深める 特集  市民活動の寄付って？
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確
か
に
今
、
コ
ロ
ナ
禍
も
経
て
、
寄
付

が
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
注
目
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
贈
与
論

と
か
効
果
的
利

他
主
義

に
関
す
る
書
籍
も
出
版
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宗
教
へ

の
献
金
問
題
を
き
っ
か
け
に
昨
年
施
行
さ

れ
た「
不
当
寄
付
勧
誘
防
止
法（
寄
付
新

法

）」も
、
寄
付
が
持
つ
正
負
両
面
で
の

関
心
を
高
め
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

寄
付
と
は
な
ん
ぞ
や
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
実
は
あ
ま
り
さ
れ
て
こ
な
く
て
、
そ

れ
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
時
期
だ
と
い

う
気
が
し
ま
す
。「
日
本
の
寄
付
の
現
状

２
０
２
２
」
の
寄
付
総
額
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
も
含
め
て
い
ま
す
が
、
返
礼
品
の

あ
る
も
の
が
果
た
し
て
寄
付
と
言
え
る
の

か
、イ
ン
ボ
イ
ス

の
対
象
な
の
か
な
ど
、

論
点
は
色
々
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。

た
と
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
普
及
は
大
き
な
変
化
だ
と
思
い
ま

す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
、

い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
寄
付
を
集
め
る
際
の
も
の

は「
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
最
近
の
若
者

団
体
で
は
、
資
金
調
達
手
段
と
し
て
、
ま

ず
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う

意
識
が
強
い
み
た
い
で
す
ね
。
実
際
に
は
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
第
三
者
と
い
う
よ

り
、
知
り
合
い
や
既
存
の
支
援
者
が
お
金

を
出
す
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
多
い
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
寄
付
集
め
の
機
会
は
広
が

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
等
の
普
及
も
あ
っ

て
ハ
ー
ド
ル
は
だ
い
ぶ
下
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
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寄
付
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
寄
付
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
で
社
会
課
題
解
決
や
価

値
創
造
を
一
緒
に
進
め
ら
れ
ま
す
し
、
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
め
ざ
す
団
体
に
対
し

て
は
、「
認
定
」に
押
し
上
げ
る
１
票
を
投

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
資
金

と
し
て
の
価
値
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
非
常
に
尊
い
お
金
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
る

経
験
が
寄
付
者
の
自
己
肯
定
感
に
つ
な

が
っ
た
り
、
社
会
参
加
や
社
会
的
つ
な
が

り
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
と
い
っ
た
面
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。（
図
１
）

単
身
化
が
進
み
、
法
定
相
続
人
が
い
な

い
方
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
相
続
人
な
き

遺
産
と
し
て
国
庫
帰
属
と
な
る
財
産
は
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う

し
た
遺
産
を
市
民
活
動
へ
遺
贈
寄
付
す
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。
混
同
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
遺
贈
寄
付
に
は
、
遺
言
書
を
書
い

て
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の
財
産
を
寄
付

す
る「
遺
贈
」と
、
遺
産
を
相
続
し
た
人
が

寄
付
す
る「
相
続
財
産
寄
付
」
と
い
う
二

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
遺
贈
・
相
続
財

産
寄
付
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
寄
付
先
の

団
体
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

や
す
い
生
前
の
寄
付
に
も
、
よ
り
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。

遺
贈
の
悩
ま
し
い
点
と
し
て
は
、
使
途

指
定
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
」
と
使
途
が
指
定
さ
れ

た
1
億
円
の
遺
贈
を
も
ら
っ
た
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
そ
れ
ほ
ど

必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
場
合
、
使
途
を
変
更
で
き
る
の
か
ど
う

か
…
生
前
寄
付
で
あ
れ
ば
寄
付
者
に
相
談

も
で
き
ま
す
が
、
遺
贈
の
場
合
は
既
に
亡

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
も
叶
い
ま
せ

ん
。
寄
付
新
法
に
よ
っ
て
、
寄
付
さ
れ
る

財
産
の
使
途
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
お
そ

れ
が
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
配
慮
義
務
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
も
留
意
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
。

も
と
も
と
、
社
会
福
祉
法
人
や
大
学
な

ど
は
、「
現
物
寄
附
の
み
な
し
譲
渡
所
得

税
等
の
承
認
特
例
」
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
適
用

事
例
と
し
て
は
、
都
内
だ
と
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人L

ラa 
M

マ

ノ

an
o

（
ク
ラ
フ
ト
工
房La 

M
an
o

）が
良
い
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
同

法
人
の
活
動
拠
点
の
あ
る
素
敵
な
里
山
の

所
有
者
が
、
里
山
を
そ
の
ま
ま
次
世
代
に

残
し
た
い
と
い
う
先
代
の
希
望
も
あ
り
、

La 
M
an
o

の
活
動
に
共
感
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
里
山
の
土
地
が
現
物
で
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
承
認
特
例
が
適
用
さ
れ

た
こ
と
で
、
寄
付
者
に
み
な
し
譲
渡
所
得

税
の
負
担
無
く
、
現
物
寄
付
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
中

間
支
援
組
織
の
出
番
だ
と
思
い
ま
す
。
資

産
寄
付
に
も
不
動
産
か
ら
貴
金
属
、株
式
・

著
作
権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
不
動
産
は
、
そ
こ
に
誰
が
住

深める 特集  市民活動の寄付って？
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み
、
ど
ん
な
暮
ら
し
て
い
た
の
か
な
ど
の

歴
史
や
物
語
を
有
し
て
い
ま
す
。
つ
な
ぎ

役
は
そ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
っ
て
い

る
人
が
望
ま
し
い
で
す
よ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
日
本
で
は
歴
史
的
に
不

動
産
が
営
利
を
中
心
に
し
た
市
場
で
流
通

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
よ
り
非
営
利

で
の
仲
介
や
活
用
が
進
ん
で
い
く
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
や

ラ
ン
ド
バ
ン
ク

と
い
っ
た
取
り
組
み
も

各
地
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

豊
か
な
自
然
を
保
全
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
活
動
の
よ
う
に
、
山
林
や
湿
地
な

ど
を
寄
付
・
遺
贈
で
取
得
し
て
も
、
や
は

り
管
理
費
や
固
定
資
産
税
の
支
払
い
に
資

金
も
別
途
必
要
で
す
。
不
動
産
と
資
金
の

両
面
で
地
域
の
市
民
活
動
を
支
援
で
き
る

と
最
高
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、
寄
付
・
寄
贈
さ
れ
た
食
料

品
を
生
活
困
窮
者
の
方
な
ど
に
配
布
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
か
な
り
広
が
っ
て

き
ま
し
た
よ
ね
。
他
に
も
、
豪
雨
や
地
震

の
被
災
地
で
寄
付
さ
れ
た
自
動
車
を
活
用

し
た
共
同
利
用（
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）を

行
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
著
作
権

と
か
特
許
権
と
い
っ
た
権
利
の
寄
付
も
あ

り
ま
す
。
お
金
以
外
の
寄
付
は
市
民
活
動

ら
し
さ
が
出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
人
に
と
っ
て
は
い
ら
な
い
も
の
で
も
、

市
民
活
動
団
体
に
と
っ
て
は
と
て
も
役
立

つ
も
の
だ
っ
た
り
す
る
し
、
不
動
産
に
か

か
わ
ら
ず
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
も
の
も
多

い
で
す
よ
ね
。
可
能
性
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。

寄
付
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
人
間
が
行

う
も
の
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
も
偏
り

が
出
る
点
で
す
。
た
と
え
ば
、
国
内
外
の

災
害
や
紛
争
で
も
、
起
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ

や
報
道
の
さ
れ
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
寄
付

額
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
実
際
の
被
害

の
大
き
さ
に
、
寄
付
金
額
は
必
ず
し
も
比

例
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
あ
る
意
味
、
寄
付
は

わ
が
ま
ま
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、わ
が
ま
ま
だ
か
ら
こ
そ
、一
様

で
な
い
多
様
な
寄
付
者
と
多
様
な
市
民
活

動
が
共
に
育
っ
て
い
く
面
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
日
本
に
お
け
る
市
民
活
動

へ
の
寄
付
は
、
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
のC

h
arities A

id Fou
n
-

dation

と
い
う
団
体
が
世
界
寄
付
指
数

を
出
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
日

本
は
１
４
２
国
中
１
３
９
位
。
た
だ
し
、

こ
れ
は「
慈
善
団
体
に
寄
付
を
し
ま
し
た

か
？
」「
組
織
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
か
？
」
な
ど
の
国
際
統
一

調
査
な
の
で
、
日
本
の
状
況
が
正
し
く
反

映
さ
れ
て
い
る
か
は
若
干
疑
問
も
残
り
ま

す
が
、
日
本
の
寄
付
は
多
く
な
い
こ
と
は

確
か
だ
と
思
い
ま
す
。（
図
２
）

社
会
情
勢
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
と
多

様
化
に
対
し
て
、
国
や
自
治
体
が
対
応
し

よ
う
と
す
る
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
検
討
し
て
い
る
間
に
も
情
勢
は

変
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
市
民
の
機

動
性
や
多
元
的
な
活
動
が
必
要
で
、
寄
付

は
そ
れ
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。 

私
自
身
も
勉
強
途
中
で
す
が
、
こ
の
機

会
に
寄
付
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
考
え
る
の
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も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

深める 特集  市民活動の寄付って？
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～TVAC News～東京ボランティア・市民活動センターの事業から～

『第９回企業ボランティア・アワード』受賞企業の決定！！

大賞（五十音順）
★生活困窮等の家庭や子どもへの「食・学習・就労」支援

　　向井建設株式会社 社員ボランティアの皆様【NPO法人らいおんはーと】
★シングルマザーのための就労体験プロジェクトの実施
　TIS株式会社 社員ボランティアの皆様
　【認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク】
★障がいのある子どもたちの『企業体験ツアー』

　　DHLサプライチェーン株式会社 社員ボランティアの皆様【NPO法人OluOlu 他】

特別賞
★青少年に科学を好きになってもらうワークショップの開催

　　 株式会社リコー リコー・サイエンスキャラバンおよびリコーグループの社員ボランティアの皆様
　　【公益財団法人 日本科学技術振興財団 他】

インクルーシブ社会奨励賞
★障がいの有無に関わらず多様な社員が病気の子どもたちを応援

　　オリンパスグループ オリンパスサポートメイトとらららボランティアの皆様
　　【認定NPO法人日本クリニクラウン協会】

ユースサポート奨励賞
★社会的養護からの自立を支援する『子どもの機会均等プロジェクト』

　　アクセンチュア株式会社　子どもの機会均等プログラム・社員ボランティアの皆様
　　【一般社団法人わたしのみらい】

コミュニティ貢献奨励賞
★豪雪地帯の単身高齢者宅への支援と交流

　　三菱HCキャピタル株式会社　社員ボランティアの皆様　
　　【社会福祉法人尾花沢市社会福祉協議会】

●日本国際交流センター 専務理事　勝又英子氏
●全国ボランティア・市民活動振興センター 副部長　楠聖伸氏
●立教大学名誉教授 社会デザイン学会会長　中村陽一氏
●東京都　生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課長　沼倉護氏
●一般社団法人 環境パートナーシップ会議　副代表理事 星野智子氏

選考委員会（五十音順）

　東京ボランティア・市民活動センターでは、毎年、都内にある企業で働きながら
非営利団体でボランティア活動をしている人たちの貢献を讃え、その活動を表彰し
ています。
　選考基準は、①従業員が主体的に活動している、②コミュニティや非営利団体の
ニーズに対応している、③企業で働いている人たちが参加しやすい、④企業のリソー
スや従業員のアイデアが活用されている、の４つです。
　本年度は下記の表の選考委員会で審査し、７社の受賞が決定しました。

※【　】内はボランティア活動先の非営利団体

※ 詳細については
２月21日（水）の
表彰式以降に、下
記に掲載します。
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伝
統
的
な
主
流
派
経
済
学
で
は
、
人

は
経
済
行
動
に
お
い
て
、
最
も
有
利
な

選
択
肢
を
取
る
、
と
い
う
「
合
理
的
経

済
人
」
の
活
動
を
前
提
と
し
て
い
る
。

私
が
初
め
て
経
済
学
の
講
義
を
受
け
た

時
、
そ
の
前
提
に
少
し
違
和
感
を
覚
え

た
。
例
え
ば
、
お
菓
子
の
食
べ
過
ぎ
が

体
に
悪
い
の
は
明
ら
か
だ
が
、
つ
い

夜
遅
く
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
、

我
々
は
時
に
「
非
合
理
的
」
と
分
か
っ

て
い
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
あ
る
。
主

流
派
経
済
学
は
、
事
後
的
に
「
非
合
理

的
」
な
行
動
に
見
え
て
も
、
行
動
に
着

手
し
た
時
点
で
は
「
合
理
的
」
で
あ
っ

た
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は「
非
合
理
的
」

な
主
張
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
９
７
８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞

を
受
賞
し
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
サ
イ
モ
ン

も
、
人
の
認
知
能
力
と
情
報
処
理
能
力

の
限
界
か
ら
、「
合
理
的
経
済
人
」
の

前
提
を
批
判
し
て
い
た
。
無
理
の
あ
る

前
提
を
排
除
し
、
人
は
「
非
合
理
的
」

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
経
済
学

が
行
動
経
済
学
だ
。
行
動
経
済
学
は
、

２
０
０
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を

受
賞
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン
が

創
設
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
行
動
経

済
学
に
関
す
る
書
籍
は
多
数
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
動
経
済
学
か
ら
論
じ
た
章
の
あ

る
、『「
コ
コ
ロ
」
の
経
済
学
』（
以
下
、

「
本
書
」）
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
、

著
者
の
京
都
大
学
経
済
学
部
で
の
講
義

録
で
、
経
済
学
を
専
攻
し
て
い
な
い
私

に
も
平
易
で
分
か
り
や
す
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
動
経
済
学
か
ら

論
じ
て
い
る
の
は
、
第
４
章
「
利
他
性

の
経
済
学
」
だ
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
利

他
的
に
見
え
て
も
、
実
は
利
己
的
な
打

算
に
も
と
づ
く「
見
せ
か
け
の
利
他
性
」

が
あ
る
一
方
で
、
人
に
は
「
真
の
利
他

性
」、
す
な
わ
ち
自
分
へ
の
見
返
り
を

求
め
ず
、
時
に
は
自
ら
の
利
得
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
他
者
に
便
宜
を
図
ろ
う
と

す
る
「
コ
コ
ロ
」
が
あ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
動
機
も
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
。　
　
　
　

「
真
の
利
他
性
」の
動
機
が「
内
的
動
機
」

で
、
そ
れ
は
、
自
分
の
社
会
的
行
動
を

通
じ
て
、
他
人
が
喜
ぶ
様
を
見
て
自

分
の
利
他
的
な
効
用
が
高
ま
る
。
他
人

の
幸
福
を
自
分
の
幸
福
と
感
じ
る
気
持

ち
「W

arm
 G
low

」
は
、
金
銭
報

酬
な
ど
の
外
的
動
機
を
与
え
る
と
却
っ

て
「
内
的
動
機
」
を
損
な
っ
て
し
ま
い
、

社
会
的
行
動
が
減
退
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
本
書
で
は
、
内
的
動
機
を
高

め
る
方
法
を
4
点
紹
介
し
て
い
る
。
第

一
は
、
社
会
的
行
動
が
ど
れ
ほ
ど
社
会

に
役
立
つ
か
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
、
第
二
は
、
社
会
的
行
動
を
取
る

よ
う
強
く
説
得
す
る
こ
と
、
第
三
は
、

社
会
的
行
動
を
ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
、
他

者
よ
り
多
く
社
会
貢
献
し
て
い
る
場
合

に
優
越
感
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
第
四
は
、
社
会
的
行
動
を
世
に
認

知
し
て
も
ら
う
こ
と
で
自
尊
心
を
満
た

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
書
は
、
人
が
利
他
的
な

行
動
を
取
る
根
源
に
も
言
及
し
て
お

り
、社
会
心
理
学
的
実
験
で
は
、「
共
感
」

が
利
他
的
な
行
動
を
生
む
こ
と
が
支
持

さ
れ
て
い
る
。「
共
感
」
は
新
生
児
の

段
階
で
も
確
認
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
論

点
か
ら
見
て
も
、
人
間
に
は
個
体
レ
ベ

ル
の
利
他
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。

最
終
章
の
第
７
章
に
は
、
個
人
や
社

会
に
と
っ
て
望
ま
し
い
選
択
肢
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
良
い
行
動
変

容
を
進
ん
で
求
め
な
い
「
現
状
維
持
バ

イ
ア
ス
」
と
い
う
心
の
癖
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
癖
を

わ
き
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
に

導
い
て
い
く
ナ
ッ
ジ
（
気
付
き
）
に
つ

い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、「
コ
コ
ロ
」
と
「
経
済
学
」

と
い
う
相
容
れ
な
い
二
つ
の
要
素
を
私

た
ち
の
日
常
の
事
例
を
交
え
て
統
一
感

を
持
っ
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深

い
一
冊
で
あ
る
。

（
や
し
き
）

人は非合理的？
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　　  本人と家族が
安心して日常生活を送れるために

高次脳機能障がい者の家族の集い
りんく

36

セルフヘルプグループとは、共通の悩
み、問題を抱える人やその家族が自発
的に活動を行う集まりのことです。こ
のコーナーでは、セルフヘルプグルー
プの思いや活動内容を紹介し、社会の
認識を深めたり、他のグループの運営
のヒントとなることをめざします。

高
次
脳
機
能
障
害
の
当
事
者
と
生

き
る
「
家
族
」
の
た
め
の
会
と
し
て
、

２
０
１
３
年
よ
り
活
動
し
て
い
る
「
高
次

脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族
の
集
い
り
ん

く
」
の
代
表
、
藏く
ら

方か
た

律
子
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

理
解
さ
れ
に
く
い
「
障
害
」

高
次
脳
機
能
障
害
は
後
天
的
に
、
脳
卒

中
（
脳

塞
・
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
）、

脳
外
傷
（
交
通
事
故
・
転
落
事
故
等
）、

脳
腫
瘍
、
低
酸
素
脳
症
（
心
疾
患
・
喘
息
・

溺
水
等
）、
感
染
症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
に
よ
る
脳

炎
や
脳
症
）
で
脳
を
損
傷
し
た
こ
と
に
よ

る
後
遺
症
で
す
。
後
天
的
と
い
う
こ
と
は

年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
な
り
得
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

症
状
は
注
意
障
害
・
記
憶
障
害
・
遂
行

機
能
障
害
、
社
会
的
行
動
障
害
（
怒
り
や

す
い
、
や
る
気
が
な
い
等
）
の
他
に
、
半

側
空
間
無
視
、
失
語
症
、
失
行
症
、
地
誌

的
障
害
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

左
半
側
空
間
無
視
は
自
分
の
左
側
へ
の

認
識
の
問
題
で
、
例
え
ば
食
事
の
際
に
左

側
に
置
か
れ
た
物
を
食
べ
残
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
右
側
に
ず
ら
す
と
食
べ

ら
れ
る
、
移
動
の
際
も
左
側
に
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

失
語
症
は
声
が
出
な
い
と
か
精
神
的
な

理
由
で
は
な
く
、
脳
で
の
言
語
の
処
理
や

発
信
に
影
響
を
受
け
た
状
態
で
す
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
話
す
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
他
人
が
発
し
た
言
葉
を
理

解
す
る
の
も
難
し
か
っ
た
り
、
言
い
間
違

い
が
多
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま

た
、
言
葉
を
発
し
て
い
て
も
話
が
か
み
合

わ
な
い
こ
と
や
、
数
字
が
苦
手
に
な
り
、

時
間
や
年
齢
、
金
額
な
ど
に
混
乱
す
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
や
り
取
り
に
時

間
が
か
か
る
の
で
記
憶
が
無
い
よ
う
に
思

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

失
行
症
は
、
例
え
ば
、
歯
磨
き
の
動
作

等
、
道
具
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
な
り

ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
に
歯
磨
き
粉
を
つ
け
て

歯
を
磨
き
、
口
を
ゆ
す
い
で
歯
ブ
ラ
シ
を

片
付
け
て
タ
オ
ル
で
口
の
周
り
を
拭
く
な

ど
、
一
連
の
動
作
が
で
き
な
く
な
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
手
元
が
悩
ん
で
し

ま
う
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

地
誌
的
障
害
は
外
出
先
か
ら
帰
宅
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
自
宅
の
中
で
迷
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　
　
　

例
を
挙
げ
き
れ
ま
せ
ん
が
、
程
度
の
違

い
こ
そ
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
重
な
っ

て
い
る
の
で
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
不
自

由
さ
も
多
様
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
脳
が
疲
れ
や
す
い
と
い
う

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
が
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
無
理
解
な
対
応
を
さ

れ
て
人
間
関
係
に
ひ
び
が
入
り
、
修
復
で

き
な
い
ま
ま
破
綻
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
経
験
は
、
本
人
や
家
族
の

心
の
傷
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
避
け
た
い
も
の
で
す
。

日
常
生
活
も
リ
ハ
ビ
リ
に

高
次
脳
機
能
障
害
と
認
知
症
の
症
状
は

重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
認
知

症
は
発
症
時
期
を
特
定
で
き
ず
、
少
し
ず

つ
進
行
し
て
い
く
脳
疾
患
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
高
次
脳
機
能
障
害
は
、

原
因
と
な
る
病
気
を
発
症
し
た
、
ま
た
は

事
故
に
遭
っ
た
脳
損
傷
の
時
期
が
特
定
で

き
る
場
合
が
多
い
で
す
。
進
行
性
の
も
の

で
は
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る
回
復
が
、

僅
か
ず
つ
で
も
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
病
院
で
の
リ
ハ
ビ

リ
に
限
ら
ず
、
入
浴
な
ど
生
活
動
作
の
自

立
や
、
家
事
の
役
割
を
担
う
こ
と
、
外
出

し
て
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
な
ど
、
毎
日
の
生
活
自
体
が
リ
ハ
ビ

リ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
再
び
地
域
や
社

会
と
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。た

だ
、
右
肩
上
が
り
の
回
復
が
見
ら
れ

た
と
し
て
も
、
悔
し
い
で
す
が
、
完
全
に

元
の
状
態
に
戻
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
。回

復
の
歩
み
は
緩
や
か
だ
し
、
ど
こ
か

で
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
歩

み
が
少
し
で
も
長
く
続
い
て
、
な
る
べ
く
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高
い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
私
た

ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。

意
識
は
戻
っ
て
も
…

私
の
夫
は
１
９
９
８
年
の
秋
、
路
上
で

倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
通
行
人
に
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
35
歳
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
基

礎
疾
患
な
ど
も
な
く
、元
気
な
人
で
し
た
。

そ
の
朝
、
い
つ
も
通
り
に
出
勤
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
あ
と
路
上
で
、
く
も
膜
下
出

血
を
発
症
し
た
の
で
す
。
手
術
は
成
功
し

た
も
の
の
、
生
死
を
さ
ま
よ
う
状
態
が
10

日
以
上
続
き
ま
し
た
。

命
の
温
存
は
で
き
ま
し
た
が
、
発
症
か

ら
３
か
月
を
過
ぎ
て
も
意
識
が
戻
ら
ず
、

「
遷
延
（
せ
ん
え
ん
）
性
意
識
障
害
」
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
発
症
以
来
、
反
応
の

な
い
、
目
も
合
わ
な
い
夫
に
、
私
は
毎
日

話
し
か
け
続
け
ま
し
た
。

そ
う
し
て
半
年
が
過
ぎ
た
頃
、
い
つ
も

の
よ
う
に
海
の
柄
の
タ
オ
ル
を
見
せ
な
が

ら
「
こ
れ
、
か
わ
い
い
で
し
ょ
」
と
話
し

か
け
て
い
た
ら
、
私
の
声
に
夫
が
ス
ッ
と

首
を
振
っ
て
頷
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
は

も
う
…
。
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

で
も
、
そ
こ
か
ら
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
目

覚
め
て
い
く
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
１
回

が
あ
っ
た
後
、
ま
た
何
週
間
も
無
反
応
な

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
日
話

し
か
け
て
い
る
と
、ま
た
夫
か
ら
「
ん
…
」

と
い
う
反
応
が
あ
っ
て
。
そ
れ
を
繰
り
返

し
な
が
ら
本
当
に
少
し
ず
つ
、
薄
紙
を
剝

ぐ
よ
う
に
意
識
が
戻
り
、
レ
ベ
ル
が
「
清

明
」
に
な
っ
た
時
に
は
発
症
か
ら
２
年
以

上
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

当
初
か
ら
後
遺
症
に
つ
い
て
は
、
右
半

身
ま
ひ
・
失
語
症
・
眼
の
障
害
は
必
発
と

医
師
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
当

時
は
高
次
脳
機
能
障
害
と
い
う
言
葉
は
一

般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

段
々
と
意
識
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
く
る

一
方
で
、
夫
自
身
も
わ
が
身
の
変
化
を
感

じ
て
困
惑
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
し
、
私

も
予
想
以
上
の
後
遺
症
の
重
た
さ
を
突
き

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

脳
が
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
昼
間
で
も
う

と
う
と
し
て
い
る
う
ち
に
ぐ
っ
す
り
寝

入
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
目
が
覚
め
て
い

る
時
間
の
方
が
短
い
く
ら
い
で
し
た
。
身

体
は
と
い
う
と
寝
返
り
も
打
て
な
い
状
況

で
し
た
。

自
分
に
何
が
起
き
た
の
か
、
今
ど
う
い

う
状
況
な
の
か
一
切
分
か
ら
な
い
、
こ
の

先
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
？
質
問

し
た
く
て
も
言
葉
に
で
き
な
い
。
病
気
に

な
っ
た
と
か
、
失
語
症
に
な
っ
た
憶
え
も

な
い
中
、
も
の
す
ご
く
不
安
な
気
持
ち
を

一
言
も
発
す
る
こ
と
な
く
耐
え
、
と
て
も

苦
し
い
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
ま
し
た
。
家

に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
も
伝
わ
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
言
葉
で
説

明
し
て
も
正
し
く
理
解
で
き
な
い
状
況

で
、
か
え
っ
て
不
安
を
掻
き
立
て
て
は
い

け
な
い
と
思
い
、「
今
は
復
活
す
る
こ
と

だ
け
に
専
念
し
て
ほ
し
い
、
そ
れ
以
外
の

こ
と
は
心
配
し
な
い
で
」
と
言
い
聞
か
せ

て
い
ま
し
た
。

家
庭
で
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
を

目
標
に
、
そ
の
後
も
入
院
先
で
訓
練
を
続

け
て
い
た
夫
が
一
旦
自
宅
に
戻
っ
た
の

は
、
発
症
か
ら
２
年
２
か
月
後
で
し
た
。

こ
の
時
、
数
メ
ー
ト
ル
の
歩
行
と
頷
く
こ

と
が
で
き
る
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
入
所
し
て
、

片
手
で
の
着
替
え
方
や
、車
い
す
の
操
作
、

お
風
呂
の
入
り
方
、
服
薬
管
理
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
ま
し
た
。
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に

直
面
す
る
度
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
乗

り
越
え
て
い
っ
た
り
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
で
７
か
月
半
ほ
ど
過
ご
し
、

そ
れ
か
ら
改
め
て
、
自
宅
で
の
生
活
を
再

開
さ
せ
、
現
在
、
日
常
生
活
は
ほ
ぼ
自
立

し
て
い
ま
す
。

入
院
・
入
所
生
活
を
経
て
、
確
か
に
元

気
に
な
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
回
復
は
し
て

い
ま
す
が
、
言
葉
も
か
ら
だ
も
病
前
の
自

分
を
取
り
戻
せ
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
、
日
々

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
い
く
つ
も
残
っ

た
後
遺
症
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
は
計
り

知
れ
ず
、
傷
つ
い
た
心
を
抱
え
て
い
る
姿

を
見
る
と
私
も
悲
し
く
辛
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

花-Ⅰ花-Ⅱ花-Ⅲ

深める
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家
族
の
た
め
の
会

２
０
１
３
年
当
時
、
ご
縁
が
あ
っ
て
出

会
っ
た
方
た
ち
か
ら
「
家
族
の
た
め
の
会

が
欲
し
い
」
と
の
声
が
あ
り
、５
人
で
「
高

次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族
の
集
い
り

ん
く
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
る
中
、

現
在
も
発
症
原
因
は
様
々
で
、
家
族
関
係

は
配
偶
者
や
親
子
な
ど
、
都
内
在
住
に
限

ら
な
い
方
が
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
あ

る
方
の
家
族
」
と
い
う
共
通
点
の
も
と
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
事
者
の
生
活

の
場
は
家
庭
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

施
設
や
病
院
で
地
域
に
戻
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
過
ご
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

家
族
会
と
い
う
と
当
事
者
と
家
族
が
一

緒
に
参
加
し
て
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
り
、
悩
み
を
相
談
す
る
ス
タ
イ
ル
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
大
切
な
場

を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
「
り
ん
く
」
は
当
初
か
ら
「
家
族
の

た
め
」
と
し
ま
し
た
。

家
族
に
は
家
族
の
悩
み
が
あ
り
、
そ
れ

を
抱
え
た
ま
ま
で
は
辛
く
、
誰
か
に
相
談

し
た
い
、
聴
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
へ
家
族
会
へ
の
参
加
に
違
和
感

を
訴
え
て
い
る
当
事
者
の
方
を
同
席
さ
せ

る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
双
方
の
気
持

ち
を
尊
重
し
な
が
ら
、
家
族
自
身
が
話
の

真
ん
中
に
い
ら
れ
て
、
自
分
の
心
の
う
ち

を
そ
っ
と
出
せ
る
場
が
あ
る
こ
と
が
大
事

か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
り
ん
く
」
の
主
な
活
動
は
、
月
に
１

度
の
集
ま
り
で
す
。
あ
え
て
テ
ー
マ
は
決

め
ず
、
各
々
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や

リ
ハ
ビ
リ
・
日
常
生
活
で
気
を
付
け
た
い

こ
と
の
共
有
、
当
事
者
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
投
げ
か
け
ま
す
。
他
の
方
は
そ
れ

に
対
し
て
自
分
の
経
験
を
出
し
合
い
ま

す
。発

症
以
来
、
過
度
な
緊
張
の
中
に
置
か

れ
、
当
事
者
に
寄
り
添
う
こ
と
で
感
じ
る

喪
失
感
や
家
族
関
係
の
変
化
へ
の
戸
惑
い

な
ど
は
、
誰
に
で
も
言
え
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
が
、「
り
ん
く
」
で
は
そ
れ
が

で
き
ま
す
。
自
分
の
悩
み
や
経
験
を
伝

え
、
別
の
誰
か
の
お
話
を
聴
く
こ
と
で
経

験
を
共
有
で
き
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
し
合

う
中
で
、
相
手
の
向
こ
う
側
に
い
る
当
事

者
の
方
と
面
識
は
無
く
て
も
、
回
復
し
て

い
る
様
子
を
感
じ
ら
れ
る
と
嬉
し
い
も
の

で
す
。

当
事
者
が
穏
や
か
な
環
境
を
得
る
た
め

に
、私
た
ち
に
も
心
の
居
場
所
が
大
切
で
、

「
り
ん
く
」
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
は
広
く
市
民
に
向

け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
症
状
は
、
脳
の
ど
こ

を
ど
の
程
度
損
傷
し
た
か
に
よ
っ
て
一
人

ひ
と
り
異
な
り
、症
状
は
単
独
で
は
な
く
、

複
数
が
濃
淡
を
も
っ
て
入
り
混
じ
り
表
出

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
外
見
か
ら
は
そ

れ
が
「
障
害
」
で
あ
る
と
気
づ
か
れ
に
く

く
、
周
囲
か
ら
理
解
や
配
慮
を
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
身
体
麻
痺
や
視
野
障
害
な
ど

を
併
発
す
る
方
も
多
く
、
そ
の
人
の
日
常

生
活
で
の
不
自
由
さ
へ
の
理
解
を
一
層
難

し
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
事
者
の
年

齢
層
が
幅
広
く
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
横
断
的
で
複
雑
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
ど
う
生
か
す
か
は
、
当
事
者
と
家
族
の

人
生
の
質
に
関
わ
る
ほ
ど
大
き
な
問
題
で

す
。当

事
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
・
応
援

す
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
会
員
の
そ
う
い
っ
た
思
い
の
も
と
、

セ
ミ
ナ
ー
を
構
成
す
る
際
に
は
当
事
者
・

家
族
・
市
民
・
医
療
や
福
祉
の
専
門
職
と

の
間
で
意
見
交
換
す
る
時
間
を
設
け
て
い

ま
す
。誰

に
で
も
尊
厳
は
あ
る
。

そ
の
人
「
丸
ご
と
」
を
み
て
ほ
し
い

あ
る
日
突
然
、
家
族
が
脳
を
損
傷
し
、

救
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
医
師
か
ら
後
遺

症
で
あ
る
高
次
脳
機
能
障
害
の
説
明
を
受

け
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
症
状
の
理
解

セミナー風景りんく主催のセミナーのチラシ
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や
受
容
が
で
き
ず
、
当
事
者
の
変
化
に
困

惑
し
た
ま
ま
、
日
々
の
生
活
を
支
え
続
け

て
い
る
家
族
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。脳

を
損
傷
し
て
い
て
も
、
身
体
に
障
害

が
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と
り
好
み
も
プ
ラ

イ
ド
も
心
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

知
識
や
人
生
の
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
全
部
く
る
め
た
「
丸
ご
と
」

を
そ
の
人
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
周
囲
の
人
や
社
会
全
体
で
、
当
事

者
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
方
が
、
自
分

の
場
所
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
て
、
私
た

ち
家
族
も
、
毎
日
の
生
活
や
人
生
が
大
切

に
さ
れ
る
と
い
い
な
と
希
望
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
森
玲
子
・
安
井
忍

（
相
談
担
当
）、
朝
比
奈
ゆ
り
（
編
集
部
）

高次脳機能障がいの当事者・家族が、安心して日常生活を送れるよう、家族同士が語り合い、エンパワメントするためのセルフ
ヘルプグループです。
キーワード 　 高次脳機能障がい、脳卒中（脳 塞・脳出血・くも膜下出血）・脳動静脈奇形・脳腫瘍・低酸素脳症・交通事故・

転落事故による高次脳機能障がい者家族、当事者・家族同士の交流の場
運営メンバー 　高次脳機能障がい者の家族
活 動 内 容 　交流会、情報交換、講習会
参加できる人　高次脳機能障がい者の家族
活動エリア 　都内　　　 相　　　談 　なし　　　 集まれる場 　なし（国立市周辺で活動しています）
連　絡　先 　kurakata.rtk@gmail.com
Webサイト等 　https://link-2013.sakura.ne.jp/index.html

高次脳機能障がい者の家族の集い りんく

公式HP

写
真
・
画
像
提
供
：

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族
の
集
い
り
ん
く

Webサイト：メンバーの声から（一部抜粋）
・ いろいろな立場の方がいて、それぞれ境遇も違うが、
皆さんがお互いの気持ちに寄り添いながら意見交換
する光景にとても安心した。

・ それまで一人で突き進んできた私には、やっと落ち
着いていられる居場所を見つけた気がした。

・ 私にとって、経験を話せる貴重な場であり、「私は独
りじゃない。頑張ろう」と力をもらえる場です。

・ 毎回前を向こう！と元気をもらっています。「りんく」
に出会えてよかったです。

セミナー参加者のアンケートから（一部抜粋）
・今日来られて良かった。ぜひまた参加したい。

・ 当事者の方より、手続きができずに困っているとの
言葉があり、今の制度だけでは補えない生活の細々
としたことにも手が届くサービスの創設が必要と思
えた。

ミラノで出会ったPinocchioブドウとオリーブデッサンは全て  藏

深める
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海外におけるボランティア・市民活動や市民と社会のかかわ
りを知る・考える連載ページ。サイディア・フラハはスワヒ
リ語で“幸福の手助け”。子ども、とくに女児の支援に重きを
置き、児童養護施設（現在は女児のみ）、裁縫教室、溶接板金
教室（2010年停止）、縫製工房、小学校の運営等をしています。

ケ
ニ
ア
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と

子
ど
も
た
ち

荒
川
勝
巳
（
サ
イ
デ
ィ
ア
・
フ
ラ
ハ
）

荒川勝巳 （あらかわ・かつみ）

子どもと女性への支援団体「サイディア・フラハ」共同代表。
1985年に初めてケニアに渡り、ナイロビにあった現地の児童
養護施設でボランティアをする。その後もナイロビ近郊の児童
養護施設で４年間ボランティアとして働き、キャリアを積む。
1993年にケニア人の友達とサイディア・フラハを立ち上げ、
今日にいたる。イラストは自画像。

ビ
ニ
ー
ル
で
で
き
て
い
る
の
で
、

雨
風
を
し
の
げ
る
だ
け
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
的
に
は
ま
っ
た
く
ア

ウ
ト
。

そ
こ
で
会
っ
た
お
母
さ
ん
は
20

歳
代
と
思
え
る
若
さ
で
あ
る
よ
う

だ
が
、
目
を
と
ろ
ん
と
さ
せ
て

ま
っ
た
く
覇
気
を
感
じ
さ
せ
な
い

人
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ー
ザ
ン

や
そ
の
弟
妹
は
突
然
私
た
ち
の
幼

稚
園
に
来
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

ど
う
し
た
の
か
と
そ
の
理
由
を
調

べ
て
み
た
。
そ
う
し
た
ら
、
お
母

さ
ん
が
そ
の
小
屋
か
ら
外
出
し
て

い
て
、
ス
ー
ザ
ン
と
弟
妹
た
ち
だ

け
で
い
る
と
き
に
、
ス
ー
ザ
ン
は

男
か
ら
レ
イ
プ
を
受
け
た
と
の
こ

と
。
そ
し
て
そ
の
直
後
彼
女
ら
一

家
は
ど
こ
か
別
の
場
所
に
行
っ
て

し
ま
っ
た
ら
し
く
、
彼
女
の
住
ん

で
い
た
小
屋
に
行
っ
て
も
、
も
う

そ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
。
近
所
の

人
に
こ
の
一
家
の
行
方
を
た
ず
ね

て
も
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
そ

の
後
ス
ー
ザ
ン
た
ち
が
幼
稚
園
に

戻
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

●
数
多
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と

〝
女
の
子
〞

私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
多
く
の
貧
し
い
家
庭
の
子

ど
も
た
ち
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た

ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
に
あ

る
た
く
さ
ん
の
美
し
い
ガ
ラ
ス
張

り
の
ビ
ル
を
見
て
い
る
と
、
私
が

ナ
イ
ロ
ビ
へ
初
め
て
訪
れ
た
40
年

近
く
前
と
比
べ
て
、
経
済
的
に

ず
っ
と
発
展
し
国
力
が
増
し
て
い

る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
ビ
ル
群
を
遠
巻
き
に
し
て
い

る
無
数
の
ス
ラ
ム
に
は
、
人
々
が

以
前
よ
り
や
は
り
多
く
住
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

国
力
は
増
し
て
い
る
が
、
人
口

増
や
急
な
イ
ン
フ
レ
も
同
じ
く
進

ん
で
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ス
ラ

ム
に
住
む
よ
う
な
低
額
所
得
者
が

経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う

感
じ
は
し
な
い
。
40
年
前
ご
く
少

数
派
だ
っ
た
大
金
持
ち
が
い
ま
は

多
少
増
え
、
大
多
数
派
だ
っ
た
低

額
所
得
者
も
そ
れ
以
上
に
増
え
て

い
る
。
つ
ま
り
金
持
ち
と
低
額
所

得
者
と
の
間
に
極
端
な
経
済
格
差

が
あ
る
点
で
は
、
昔
も
今
も
変

わ
っ
て
い
な
い
か
ら
そ
う
感
じ
る

の
だ
ろ
う
。

●
無
料
幼
稚
園
で
の
で
き
ご
と

私
は
、
こ
の
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら

30
km
離
れ
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
キ

テ
ン
ゲ
ラ
市
で
ケ
ニ
ア
人
の
友
人

た
ち
と
、
31
年
前
の
１
９
９
３
年

に
子
ど
も
と
女
性
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
サ
イ
デ
ィ
ア
・
フ
ラ

ハ
」
を
始
め
た
。
私
個
人
の
金
持

ち
出
し
で
最
初
始
め
た
の
で
、
ま

ず
は
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
小
さ
な
無
料
幼
稚
園
か
ら
。

こ
の
幼
稚
園
で
ス
ー
ザ
ン
と
い

う
７
歳
ほ
ど
の
少
女
に
出
会
っ

た
の
は
、
始
め
て
か
ら
１
年
ほ

ど
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
思
う
。

ス
ー
ザ
ン
は
長
女
で
あ
る
か
ら
か

年
齢
の
わ
り
に
し
っ
か
り
し
て
い

て
、
弟
妹
２
名
と
と
も
に
こ
の
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
た
。
彼
女
は
こ

こ
に
来
る
前
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
母
親
が
貧
し
い
た
め
に
幼
稚
園

に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で

授
業
を
学
べ
る
こ
と
が
う
れ
し
く

い
つ
も
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た
。

私
は
１
度
彼
女
た
ち
の
家
庭
訪

問
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
住
ん

で
い
た
ス
ラ
ム
は
、
細
い
木
で
組

ん
で
全
体
を
厚
手
の
黒
ビ
ニ
ー
ル

の
継
ぎ
は
ぎ
で
覆
っ
た
よ
う
な
小

屋
が
建
ち
並
ぶ
、
最
低
所
得
者
が

住
む
よ
う
な
と
こ
ろ
。
し
か
も
そ

の
は
じ
っ
こ
か
ら
50
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
よ
り
貧
弱
そ
う
な
小
屋
に
彼
女

た
ち
は
住
ん
で
い
た
。
ド
ア
ま
で

寄稿
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ち
と
親
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

あ
る
と
き
そ
の
よ
う
な
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
１
人
の
家
に
何
か
の

用
事
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
他
に
も
数
名
の
女
性
や

子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
世
間
話
を

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
１
人
の
女

性
が
席
を
立
っ
て
外
へ
行
っ
て
し

ま
う
。

　

す
る
と
そ
こ
に
い
た
女
性
の
１

人
が
私
に
向
か
い「
ア
ン
コ
ー（
私

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
、
ス
ワ
ヒ
リ

語
で
お
じ
さ
ん
）、い
ま
席
を
た
っ

た
女
性
は
ム
ス
チ
ャ
ー
ナ
（
ス
ワ

ヒ
リ
語
で
女
の
子
）
よ
」
と
言
っ

て
笑
い
、
そ
こ
に
い
た
女
性
た
ち

も
一
緒
に
あ
ざ
け
る
よ
う
に
笑
い

だ
し
た
。
私
は
最
初
そ
の
意
味
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
よ
く

考
え
て
み
て
、
そ
の
席
を
た
っ
た

女
性
は
「
子
ど
も
を
産
ん
で
い
な

い
女
性
」
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

　

ケ
ニ
ア
で
は
伝
統
的
に
子
ど
も

を
産
ん
で
一
人
前
の
女
性
と
さ
れ

る
。
だ
か
ら
子
ど
も
を
産
ん
で
い

な
い
女
性
は
中
年
に
な
っ
て
も
な

お
「
女
の
子
」
な
の
だ
。
そ
し
て

そ
う
い
う
女
性
は
同
じ
理
由
か
ら

結
婚
に
も
縁
遠
い
。
私
は
以
前
か

ら
経
済
格
差
の
ひ
ど
い
ケ
ニ
ア
に

お
い
て
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
そ

の
子
ど
も
た
ち
は
底
辺
の
人
た
ち

の
中
で
も
一
番
下
に
い
る
と
考
え

て
い
た
。
そ
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
女
性
た
ち
か
ら
あ
ざ
け
ら
れ
る

女
性
。
こ
れ
は
そ
う
と
う
精
神
的

に
こ
た
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
を

見
て
知
っ
て
い
る
。

　

ケ
ニ
ア
の
女
の
子
た
ち
は
「
早

く
子
ど
も
を
産
み
た
い
」
と
思
う

意
識
が
強
い
が
、
彼
女
ら
は
こ
の

よ
う
な
光
景
を
日
常
的
に
見
て
い

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
意
識
に

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
ケ
ニ
ア

で
は
若
い
シ
ン
グ
ル
女
性
が
結
婚

し
て
い
な
い
の
に
子
ど
も
を
産
む

こ
と
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
だ

と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
。

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
結
婚
が
難

し
く
、
男
性
と
の
一
時
的
な
同
棲

な
ど
を
繰
り
返
し
、
母
子
と
も
ど

も
経
済
的
に
ぎ
り
ぎ
り
で
の
生
活

を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
。
ケ
ニ
ア
で

は
こ
の
よ
う
な
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

は
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。
私

は
ス
ー
ザ
ン
一
家
の
こ
と
や
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
に
よ
る
偏
見
の

出
来
事
を
と
お
し
て
、
彼
女
ら
の

生
活
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
。

● 

女
性
の
意
識
、
地
位
向
上
を

め
ざ
し
て

　

そ
う
い
う
こ
と
で
私
た
ち
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
男
児
よ
り
も
女
児

や
女
性
に
支
援
の
ウ
エ
イ
ト
を
置

く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

で
裁
縫
教
室
を
始
め
、
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
た
ち
が
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
を
し
て
お
金
を
得
る
活
動
も
し

て
み
た
。
私
た
ち
の
児
童
養
護
施

設
も
女
児
だ
け
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
た
だ
し
幼
稚
園
・
小
学
校
は

男
女
共
学
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
を
始
め
て
30
年

経
つ
あ
い
だ
に
男
性
の
女
性
に
対

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
同
士

で
の
偏
見
が
減
っ
た
か
と
い
う

と
、
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
よ

う
な
気
も
す
る
。
そ
の
理
由
は
私

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
極
端

な
経
済
的
格
差
が
関
係
し
て
い
る

の
で
は
？
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ケ
ニ
ア
人
自
体
の
女

性
へ
の
意
識
や
、
女
性
の
地
位
向

上
を
う
た
っ
た
新
憲
法
発
布
な
ど

が
あ
り
、
以
前
と
比
べ
多
少
全
体

的
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
い
ま
で
は
ビ
ニ
ー
ル
で

で
き
た
小
屋
は
さ
す
が
に
見
な
く

な
っ
た
。

サイディア・フラハのあるキテンゲラ市はもと
もとマサイ族が多く住んでいたが、いまは工業
地帯として開発されているため、この地域への
人口流入が激しい（地図）。当センターの「満点市
場」で、サイディア・フラハの縫製学校の卒業生
がつくったタオルを販売中（写真上右）！幼稚園
児や小学校低学年児童や先生たちと（写真上左）。
小学校３年生の教室で、児童に読み聞かせをし
ている様子。立っている女性は先生（写真上）。

サイディア・フラハでは、
ワークキャンプやスタディ
ツアーにも対応している。
「ささえる会」では、自由寄
付のほか、教育費用の補助
や孤児の里親制度などを随
時受付中。

〈HP〉

〈Facebook〉

画像・写真（上右以外）提供＝サイディア・フラハ

知る
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本誌で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～本誌387号より～

本誌のバックナンバーは
右記からご覧ください。

◆
表
紙
、
表
紙
の
こ
と
ば

・
風
呂
敷
に
包
ま
れ
て
動
物
達
も
一
緒
に
明

る
い
未
来
に
幸
あ
れ
。

◆【
特
集
】
身
近
な
自
然
に
す
む

動
物
た
ち
の
こ
と

・
現
在
起
き
て
い
る
熊
問
題
の
背
景
が
理
解

で
き
た
。
自
然
は
す
ぐ
変
え
ら
れ
な
い
の

で
、
こ
の
課
題
を
ど
う
す
れ
ば
克
服
で
き

る
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

・
生
き
も
の
の
棲
む
森
を
守
る
ま
ち
づ
く

り
を
、
里
山
・
公
園
の
生
物
多
様
性
を

保
全
・
再
生
の
二
つ
の
寄
稿
か
ら
は
、
自

然
を
残
し
て
守
る
こ
と
の
難
し
さ
、
課
題

等
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◆
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日

〜
寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
を

海
外
に
送
る
た
め
に
〜

・
正
直
な
心
情
を
吐
露
し
な
が
ら
も
、
こ
れ

か
ら
の
若
い
人
た
ち
へ
の
期
待
感
が
持
て

た
。

・
中
学
２
年
生
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
で
実
際
の

内
容
や
感
想
が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

◆
特
別
寄
稿

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
創
り
出
す

エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
空
間
Ⅲ

・
今
回
の
企
画
で
エ
ピ
ソ
デ
イ
ッ
ク
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
形
態
が
あ
る
こ
と
を
知

れ
ま
し
た
。

◆
連
載

せ
か
い
を
み
る

〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
〜

・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
い
う
過
酷
な
活
動
環

境
の
中
で
、
真

に
活
動
す
る
方
が
事
務

局
を
動
か
し
て
い
く
と
い
う
市
民
活
動
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
し
ま
し
た
。

◆
あ
す
マ
ネ

現
場
担
当
と
運
営
担
当
が

ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
る
⁉

・
考
え
を
み
ん
な
が
伝
え
合
え
る
風
通
し
の

よ
さ
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

◆
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

地
域
社
会
と
企
業
・
社
員
を
つ
な
ご
う
！

・
今
後
の
課
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
ニ
ー
ズ

を
相
談
で
き
る
存
在
（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
な
ど
の
中
間
支
援
組
織
）

は
心
強
い
で
す
ね
。

◆
い
い
も
の
み
ぃ
〜
つ
け
た
！

Ｌ
ａ
Ｍ
ａ
ｎ
ｏ
が
思
う

手
し
ご
と
の
価
値
と
幸
せ

・
織
物
や
染
め
物
と
い
っ
た
「
手
」
を
使
っ

て
作
る
も
の
は
、
と
て
も
貴
重
だ
と
思
い

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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東京ボランティア・市民活動センター
(TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

https://www.tvac.or.jp

会議室　　　会議室A・B（各40人）・C（15人）　無料
　　　　　　※会議室AB通し（80人）
貸出機材　　印刷機（２台）紙持ち込み、点字プリンター 他
申込み　　　４ヶ月前から電話で受付（03-3235-1171）

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム
ページでご覧いただけます。http://www.tvac.or.jp/

火曜日～土曜日：９時～21時／日曜日：９時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

＊ホームページでご確認ください。

JR、地下鉄（東西線・有楽町線・南北線・大江戸線 
出口B2b）飯田橋駅下車

交通アクセス

開所時間

情報提供
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このコーナーでは、ボランティア・このコーナーでは、ボランティア・
市民活動・福祉施設のグッズや作品市民活動・福祉施設のグッズや作品
を紹介します。を紹介します。

Vol.

47

　1966年発刊の、日本でもっとも歴史があるボランティ
ア・NPO総合情報誌の一つです。誌名の『ウォロ』は、「～
したい」を意味する古典ラテン語のv

ウ ォ ロ

olo。Voloに由来する
v
ウォルンタース

oluntasが、v
ボ ラ ン テ ィ ア

olunteerの語源とされます。半世紀を超え、
一貫して「市民が主体的に関わることの大切さ」を伝えてき
ました。最近の特集テーマは「受刑経験者支援」「高校との
連携・協働」「市民メディア」「難民問題」など。連載コーナー
にはボランティアコーディネーターの声や、団体運営のポ
イントなどがあります。社会課題や社会的価値に市民がど
のように向き合い関わっているのか、また関わる必要があ
るのかという視点を大切に、市民活動の実践者をはじめ活
動推進・コーディネーションに携わる人などに情報を届け
ています。
企画、取材、執筆、校閲、発送など、全過程を多くのボ

ランティアが担っています。購入は１冊だけでも可能で、「か
さばる」のが困る方には割安なPDF版もあります。

所在地    〒540-0012
　　       大阪府大阪市中央区谷町２丁目２-20 ２F
TEL   06-6809-4901
FAX   06-6809-4902
E-mail   office@osakavol.org
H P    https://osakavol.org/

社会福祉法人大阪ボランティア協会

ボランティア・NPOを
もう一歩深く『ウォロ』

発送は、多くのボランティアでワイワイ賑やかに作業を
行っています。

編集委員には、元新聞記者、NPOスタッフ、大学教員など、
様々な人が関わっています。

2023年12・2024
年１月号（552号）
では、「罪を犯した
人の立ち直りを支
える市民活動」を
特集しました。

〈『ウォロ』Facebook〉〈Instagram〉〈HP〉 〈Facebook〉

取材の様子。編集
委員のほとんどは
他に本業を持って
いるので、時間の
やりくりを工夫し
て活動しています。
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ネットワーク  2024/226



ISBN  978-4-909393-53-1　C2036　￥364E

ボランティア活動中のケガ、ボランティア活動中のケガ、
誤って物を壊してしまったときの備えに…誤って物を壊してしまったときの備えに…

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした
②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を
　与えたことにより、損害賠償問題が生じた

①、②の場合を補償する保険です。

東京都社会福祉協議会社会福祉
法　　人

団体構成員の相互扶助や親睦を主目的とする活動は、この保険におけるボランティア活動には該当せず、この
保険の対象外となります。（詳細は1ページの「対象となるボランティア活動」をご確認ください。）

令和5年4月1日0時から
　令和6年3月31日24時までの1年間
※中途加入の方：加入手続完了日の翌日0時から令和6年3月31日まで

有限会社  東京福祉企画（東京都社会福祉協議会指定保険代理店）
〒162-0825　東京都新宿区神楽坂１－２　研究社英語センタービル３階　TEL03-3268-0910　FAX03-3268-8832
ホームページアドレス　http://www.tokyo-fk.com/

幹事会社引受保険会社

ボランティア保険とは

補償内容など保険の内容に関するお問い合わせ先
取扱代理店

三井住友海上火災保険株式会社  公務第一部  公務室
〒101-8011  東京都千代田区神田駿河台3－11－1　TEL0570-000-896　FAX03-3259-7581

ボランティア保険のご案内

令和5年度版

○ボランティア保険は東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、引受保険会社と契約する保険です。
ボランティア個人またはボランティア団体は加入申込者となり、ボランティア個人が記名被保険者（保険契約により補償を受けられる方）となる制度です。
○このパンフレットはボランティア活動保険の概要をご説明したものです。ご加入の内容は、保険の種類に応じた普通保険約款および特約によって定まります。
詳細は普通保険約款および特約をご確認ください。ご不明な点については、取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。
●普通保険約款・特約が必要な場合は、取扱代理店または引受保険会社までお申し出ください。

東京都社会福祉協議会社会福祉
法　　人

保険期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日

◎福祉等に従事する非営利団体
◎ボランティア団体等の市民活動団体加入できる団体は…

（１）　保健・医療または福祉の増進を図る活動 
（２）　社会教育の推進を図る活動
（３）　学術・文化・芸術またはスポーツの振興を図る活動
（４）　子どもの健全育成を図る活動
（５）　まちづくりの推進を図る活動
（６）　災害救援活動
（７）　人権の擁護または平和の推進を図る活動
（８）　国際協力の活動
（９）　男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
（１０）その他、福祉団体や団体同士の親睦活動等
※当日参加対応型の場合、上記の活動のうち行事区分aに
該当するもの

傷害補償…行事参加者全員
（主催者、スタッフを含む）

※行事参加者個人の賠償責任補償では
　ありません

賠償責任補償…主催団体

この保険の対象となる行事とは… 被保険者（補償の対象者）

重 要

※営利企業（株式会社・有限会社等）が実施主体である行事は補償の対象外としていますが、
　営利企業が非営利で行う社会貢献活動に限り補償対象とします。

令和5年度版

行事保険・行事保険（当日参加対応型）とは

この保険は参加者全員（主催
者、スタッフ等を含む）を報告
する制度となっております。
参加者全員を特定できない
行事はこの制度の対象とは
なりません。

名簿の作成

行事保険 行事保険（当日参加対応型）

名簿の提出

名簿の項目

申込時には参加者全員の名簿を作成ください
（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

宿泊行事の場合は申込時に窓口に提出ください
申込時に提出は不要です

氏名のみで可氏名・住所・電話番号

1日行事の場合は申込時に提出義務はありません

当日、参加者全員の名簿を作成ください
（事故発生時に参加者全員を確認いたします）

この保険は、社会福祉法人 東京都社会福祉協議会が保険契約者となり、東京都社会福祉協議会および登録された上記団体が主催する行事を手配する包括契約です。

国内において、福祉活動やボランティア活動などを目的として、または、市民活動の一環として、非営利の団体が主催
する行事参加中に
①行事参加者が偶然な事故でケガをした場合の傷害補償
②行事主催者が行事参加者など他人の身体や財物に損害を与え、行事主催者が法律上の賠償責任を負った場
合の賠償責任補償

の２つの補償がセットになった保険です。
◆行事保険（当日参加対応型）は、下記の点が「行事保険」と異なります。
１申込時点で名簿の備付が不可能であるが、当日であれば名簿（氏名のみ）の備付が可能な行事に対応できます。
２対象となる行事は、宿泊を伴わない事業であり、「行事保険」の1日行事区分「a行事」の範囲の行事となります。
３往復途上の補償は、ありません。
４お申込み時に人数が確定している必要はありませんが、予定されている定員数でお申込みください。
５行事当日に参加者（主催者、スタッフ含む）の氏名（フルネーム）が記載された名簿を作成いただくことが必要です。
※事故発生時には、参加者全員分の名簿が必要となります。

行事保険
行事保険（当日参加対応型）

のご案内

＜名簿取扱について＞

●役員賠償責任保険および役員災害補償保険
●労災上乗せ保険
●サイバープロテクター（情報漏えい保険）

●介護事業者・社会福祉施設損害保険
●在宅福祉サービス総合保険
●社会貢献型後見人に関わる損害保険

ほかにも、さまざまな保険をご用意しています

他

ボランティア保険および行事保険の加入は、下記にてお手続きができます。

東京都内の各区市町村の
ボランティアセンター

東京都社会福祉
協議会窓口申込はこちら

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店有限会社東京福祉企画
〒162-0825
東京都新宿区神楽坂1-2　
研究社英語センタービル３階
TEL：03-3268-0910／ FAX：03-3268-8832
URL：http://www.tokyo-fk.com/

ボランティア
保険 行事保険 ボランティア・行事保険
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